
上

関

「奇跡の海」と呼ばれる山口県の上関。 
今もなお瀬戸内海古来の姿を見せる海域
には、独自で希少な生態系が多く残されて
います。NACS-Jはここで海の自然保護の
新たな取り組みを始めます。今回は上関に
すむ生き物の姿と、この海とともにいきる人
の営みをレポートします。

（まとめ：RIVER-WALK 若林 輝）

特 

集

［上］長島の南端にある田ノ浦海岸。砂堆や岩礁帯を含む自然海岸には希少な生き物が多い。
［下］希少な海藻であるスギモク。早春、海底は鮮やかなお花畑となる。（写真：新井章吾）



手
つ
か
ず
の
海
岸
線
と
多
様
な

生
物
相
が
上
関
に
は
残
っ
て
い
る

瀬
戸
内
海
西
部
に
広
が
る
周す

防お
う

灘な
だ

、
そ
の

一
画
に
上
関
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
手
つ
か

ず
の
海
岸
線
が
続
き
、
透
き
通
っ
た
水
と
、

海
藻
が
茂
る
磯
、
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
の
生
息
す

る
砂
地
、
ス
ナ
メ
リ
が
泳
ぐ
穏
や
か
な
海
が

広
が
っ
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
は
イ
カ
ナ
ゴ
を

代
表
と
す
る
冷
水
性
の
生
物
が
生
息
す
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
周
防
灘
に
は
豊ほ
う

予よ

海

峡
か
ら
黒
潮
の
分
流
が
入
り
込
み
、
南
の
海

の
生
物
が
海
の
に
ぎ
わ
い
を
付
与
し
て
い

る
。
瀬
戸
内
海
の
原
風
景
と
も
言
え
る
、
生

物
多
様
性
に
彩
ら
れ
た
、
穏
や
か
な
海
が
上

関
周
辺
に
は
奇
跡
的
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
こ
の
稀け

有う

な
る
海
の
自
然
は
そ
も
そ
も
、　

瀬
戸
内
海
の
自
然
の
類
い
ま
れ
な
る
天
恵
の

「
奇
跡
の
海
」
と
呼
ば
れ
る
瀬
戸
内
海
の
上
関
。

そ
の
理
由
を
長
年
こ
の
海
を
調
べ
て
い
る
加
藤
真
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

加藤 真（かとうまこと）
京都大学大学院人間・環境学研究科教授。
専門は生態学

は
な
ぜ
奇
跡
の
海
な
の
か
?

｛ハンドウ島｝



｛長島｝

長島の南西端にある内湾。清浄な砂堆と岩礁
帯を有し、世界で一個体だけ発見されたナガシマ
ツボ（環境省絶滅危惧Ⅰ類）や生きた化石と言
われるカサシャミセン、巻貝の進化のカギを握るヤ
シマイシン近似種など多くの希少種が生息してい
る。またアカモクやスギモクなど稚魚のゆりかごと
なる海藻も豊富。1980年代から上関原発計画
地とされ、現在は電力会社が立入禁止を主張し
ている。

環境省絶滅危惧Ⅰ類の
ナガシマツボ

生きた化石と呼ばれる
カサシャミセン

｛叶島｝

｛横島｝

｛八島｝

｛天田島｝
｛鼻繰島｝｛祝島｝

｛小祝島｝

｛小島｝

上関のキーエリア

田ノ浦浜とは?

｛宇和島｝

｛ホウジロ島｝

 上関
瀬戸内海西部の周防灘に位置する山口県上
関町を中心とした多島海域。開発が進んだ瀬
戸内海において、豊富な自然海岸を含め、今
もなお昔の姿をそのまま残す。黒潮の玄関口
という地理的な特徴も相まって育まれた類いま
れなる生物多様性は「奇跡の海」と称される。



黒潮海流と
川水の影響で
温帯性から
冷水性まで
多様な生物が生息

地
勢
に
由
来
し
て
い
た
。
一
般
に
、
陸
地
と

陸
地
の
間
に
挟
ま
れ
た
海
は
内
海
（inland 

sea

）
と
呼
ば
れ
る
。
外
洋
か
ら
隔
て
ら
れ

て
い
る
ゆ
え
に
、
荒
波
の
影
響
を
受
け
に
く

い
、
穏
や
か
な
海
で
あ
る
。
内
海
の
多
く

は
、
出
入
り
口
が
一
つ
し
か
な
い
内
湾
で
あ

る
が
、
ご
く
ま
れ
に
、
出
入
り
口
が
二
つ
以

上
あ
る
内
海
が
存
在
す
る
。
瀬
戸
内
海
も
そ

の
一
つ
で
、
二
つ
以
上
の
開
口
を
持
つ
ゆ
え

に
強
い
潮
汐
流
が
発
生
し
、
内
海
に
も
か
か

わ
ら
ず
海
水
の
交
換
が
起
こ
り
や
す
く
、
そ

の
た
め
に
海
が
清
浄
に
維
持
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

瀬
戸
内
海
は
東
西
に
紀
伊
水
道
と
豊
予
海

峡
（
速
水
瀬
戸
）
に
よ
っ
て
太
平
洋
に
開
口
し

て
い
る
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
は
毎
日
大
き
な
潮

汐
流
が
発
生
し
て
い
る
。
豊
予
海
峡
は
特
に

南
に
向
い
て
広
く
開
口
し
て
い
る
た
め
に
、

そ
こ
か
ら
黒
潮
の
分
流
が
瀬
戸
内
海
に
流
入

し
て
く
る
。
豊
予
海
峡
に
ほ
ど
近
い
周
防
灘

は
、
こ
の
黒
潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
と
り
わ

け
生
物
多
様
性
が
高
い
場
所
で
あ
る
。

　

瀬
戸
内
海
は
、
朝
鮮
通
信
使
が
往
来
し
た

時
代
か
ら
、
そ
の
風
光
が
賞
嘆
さ
れ
、
他
で

は
見
ら
れ
な
い
風
光
明
媚
な
内
海
と
し
て
知

ら
れ
て
き
た
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ア

サ
リ
や
カ
キ
（
マ
ガ
キ
と
イ
タ
ボ
ガ
キ
）、
ナ
マ
コ

（
マ
ナ
マ
コ
）、
イ
カ
ナ
ゴ
、
タ
イ
（
マ
ダ
イ
）

な
ど
、
有
用
な
水
産
物
の
膨
大
な
水
揚
げ
を

誇
る
海
で
も
あ
っ
た
。

多
く
の
内
湾
に
干
潟
、
そ
し
て

強
い
潮
流
が
砂
堆
を
生
み
出
し
た

　

瀬
戸
内
海
は
、
多
く
の
島
を
浮
か
べ
、
多

く
の
内
湾
を
従
え
た
内
海
で
あ
る
。
瀬
戸
内

海
の
そ
れ
ら
の
内
湾
に
は
か
つ
て
、
広
大
な

干
潟
が
広
が
っ
て
い
た
。
干
潟
は
、
陸
側
で

河
口
の
塩
生
湿
地
と
隣
接
し
、
ま
た
沖
側
で

海
草
藻
場
（
ア
マ
モ
場
）
に
隣
接
し
て
い
た
。

瀬
戸
内
海
が
昭
和
初
期
ま
で
、
透
き
通
っ
た

海
水
を
た
た
え
て
い
た
の
は
、
干
潟
や
海
草

藻
場
に
生
息
す
る
膨
大
な
数
の
ろ
過
食
生

物
た
ち
（
二
枚
貝
、
ア
ナ
ジ
ャ
コ
、
ユ
ム
シ
な
ど
）

が
盛
ん
に
海
水
の
ろ
過
を
行
っ
て
い
た
か
ら

に
ち
が
い
な
い
。
瀬
戸
内
海
の
か
つ
て
の
ア

サ
リ
や
タ
イ
ラ
ギ
の
膨
大
な
漁
獲
量
は
干
潟

の
ろ
過
食
者
た
ち
の
か
つ
て
の
健
全
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
透
明
度
が
、
内
湾

の
海
草
藻
場
（
ア
マ
モ
場
）
と
、
磯
の
海
藻
藻

場
（
ガ
ラ
モ
場
）
の
旺
盛
な
繁
茂
を
保
証
し
て

い
た
。
さ
ら
に
、
干
潟
は
、
陸
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
懸
濁
物
を
堆
積
さ
せ
、
人
間
活
動
に

付
随
し
て
排
出
さ
れ
た
有
機
物
を
消
費
・
分

解
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。
干
潟
一
面
に
見
ら

れ
た
で
こ
ぼ
こ
が
、
こ
れ
ら
ゴ
カ
イ
や
ス
ナ

モ
グ
リ
な
ど
の
堆
積
物
食
者
た
ち
の
活
動
の

内海である瀬戸内海は冷たい川水の影響を受ける
ためイカナゴなど冷水性の生物が生息する。その
一方、黒潮の流入口である豊予海峡にほど近い周
防灘には暖かい海にすむ生き物も豊富。これらの
地理的な特徴により、上関は他にはない独自の多
様な生物相を形成している。

         湧水と清浄な砂堆砂が豊富
な上関の浅瀬には広大な藻場が広
がる。島が多い海域ゆえ、海流の

当たり方が場所ごとに異なり、それが多様な海草・
海藻を育んでいる。小魚やエビの生育場であり、
大型魚にとっては格好のエサ場になっている。

湧水が豊富で
多種類の
海草藻場が繁茂

上関
を知る

上関
を知る

スギモク

ヒジキ群落

イトヨレモク

クロメ群落



証
で
あ
っ
た
。

　

瀬
戸
内
海
に
発
生
し
た
強
い
潮
汐
流
は
、

海
底
に
も
流
れ
を
呼
び
起
こ
し
、
流
れ
が
少

し
弱
ま
っ
た
場
所
に
砂
を
堆
積
さ
せ
た
。
こ

れ
が
砂
堆
で
あ
る
。瀬
戸
内
海
に
は
か
つ
て
、

た
く
さ
ん
の
砂
堆
が
存
在
し
て
い
た
。
砂
堆

は
清
浄
な
砂
で
で
き
て
お
り
、
そ
こ
は
ナ
メ

ク
ジ
ウ
オ
や
イ
カ
ナ
ゴ
の
生
息
地
で
あ
っ

た
。イ
カ
ナ
ゴ
は
も
と
も
と
冷
水
性
の
魚
で
、

瀬
戸
内
海
の
イ
カ
ナ
ゴ
は
最
南
端
の
個
体
群

で
も
あ
る
。
イ
カ
ナ
ゴ
は
普
段
は
海
水
面
近

く
を
泳
い
で
い
る
が
、
敵
に
襲
わ
れ
た
時
、

海
底
の
砂
の
中
に
逃
げ
か
く
れ
る
性
質
が
あ

る
。
砂
堆
は
文
字
通
り
、
イ
カ
ナ
ゴ
の
揺
籃

で
あ
る
。
イ
カ
ナ
ゴ
は
タ
イ
や
ア
ビ
、
ス
ナ

メ
リ
の
重
要
な
餌
で
も
あ
っ
た
。こ
う
し
て
、

イ
カ
ナ
ゴ
を
追
う
ア
ビ
や
ス
ナ
メ
リ
の
群
れ

の
中
に
船
を
進
め
て
タ
イ
を
釣
る
瀬
戸
内
海

独
自
の
漁
（
鳥
付
き
網
代
、
ス
ナ
メ
リ
網
代
）
が

あ
っ
た
。

上
関
は
か
つ
て
の
瀬
戸
内
海
の

風
光
と
生
態
系
を
残
す
奇
跡
の
海

　

し
か
し
、
昭
和
の
高
度
成
長
期
以
降
、
瀬

戸
内
海
の
自
然
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
塩
生

湿
地
・
干
潟
・
海
草
藻
場
か
ら
な
る
渚
の
エ

コ
ト
ー
ン
は
、
浚
渫
と
埋
め
立
て
に
よ
っ
て

失
わ
れ
、
内
海
は
自
ら
の
浄
化
装
置
を
失
っ

て
い
っ
た
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材

と
し
て
、
砂
の
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
砂
堆

の
砂
（
海
砂
）
が
次
々
と
採
取
さ
れ
て
い
っ

た
。
こ
う
し
て
２
０
０
０
年
ご
ろ
ま
で
に
瀬

戸
内
海
の
砂
堆
の
大
半
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
川
は
ど
れ

も
小
さ
く
、砂
堆
へ
の
砂
の
供
給
は
遅
い
が
、

砂
の
採
取
は
一
瞬
で
あ
っ
た
。

　

干
潟
と
藻
場
と
砂
堆
を
失
い
、
透
明
度
を

失
っ
た
、
痛
々
し
い
瀬
戸
内
海
の
中
に
あ
っ

て
、
か
つ
て
の
瀬
戸
内
海
の
風
光
と
生
態
系

が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
周
防
灘
、
特
に
上
関

周
辺
の
諸
島
群
と
、
広
大
な
干
潟
・
藻
場
を

従
え
る
秋
穂
周
辺
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
は
そ

も
そ
も
稀
有
の
自
然
を
擁
す
る
内
海
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
類
い
ま
れ
な
自
然
が
良
好
な
状

態
で
唯
一
、
周
防
灘
に
残
さ
れ
た
こ
と
は
奇

跡
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

開発を免れた上関には今もなお砂堆が広がり、そこに
はナメクジウオやイカナゴなど砂地に生息する生き物
が残されている。イカナゴを食べるスナメリやカンム
リウミスズメ、オオミズナギドリなども集まる。

砂堆生態系が発達

人工物による障壁がなく、自然海岸が豊かに残る上関
では、常緑針葉樹のビャクシン群落など希少な植生や
森と海を行き来するアカテガニなどの動物も息づく。
また島々の森には日本最大のハトであるカラスバトが
生息し、オオミズナギドリの営巣地がある。

山から海への連続性が保たれている

上関
を知る

上関
を知る

アジの群れ

［上］ナメクジウオ
［下］スナメリ（写真：粕谷俊雄）

［上］アカテガニ
［下］カラスバト

上関周辺島嶼群の一つ、宇和島。透き通った海水の中に、
多様な海藻が繁茂する藻場が形成されている。

スナモグリ



　

ウ
ミ
イ
サ
ゴ
ム
シ
類
は
、
環
形
動
物
の
多

毛
類
（
ゴ
カ
イ
の
仲
間
）
に
属
す
る
生
物
で
す

（
図
3
）。
砂
粒
を
モ
ザ
イ
ク
状
に
繋
ぎ
あ
わ

せ
て
見
事
な
角
笛
状
ま
た
は
円
筒
形
の
棲
管

を
つ
く
る
の
で
、国
外
で
は「
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
コ
ー
ン
ワ
ー
ム
」
と
か
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

ワ
ー
ム
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
頭
部

の
左
右
に
は
美
し
い
黄
金
色
の
棘
針
が
1

列
に
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
砂
を
掘

り
ま
す
。
田
ノ
浦
の
埋
め
立
て
予
定
地
か
ら

は
体
長
約
2
㎝
の
ウ
ミ
イ
サ
ゴ
ム
シ
と
い

う
名
の
小
型
種
が
、
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
と
一
緒

に
採
取
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
ノ
浦
の
対
岸
の
祝
島
の
沖
合
か
ら
は
、

体
長
約
5
㎝
（
棲
管
の
長
さ
約
7
㎝
）
の
大
型

種
ヒ
ウ
チ
ウ
ミ
イ
サ
ゴ
ム
シ
が
採
取
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
３
）。
瀬
戸
内
海
の
6
地
点
と

有
明
海
で
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
希
少
な

種
で
す
。

　

上
関
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の

希
少
種
が
す
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
日
本
で

は
、
こ
の
よ
う
な
海
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は

奇
跡
的
な
こ
と
に
思
え
ま
す
。
そ
の
貴
重
さ

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、「
妖
精

た
ち
」
が
す
む
海
を
末
長
く
残
し
て
ゆ
き
た

い
も
の
で
す
。

　

上
関
町
の
長
島
（
田
ノ
浦
）（
図
1
）
に
は
、

妖
精
の
よ
う
な
小
さ
な
生
き
物
が
砂
の
中
に

隠
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ガ
シ
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
（
以
下
、
ナ
メ
ク
ジ

ウ
オ
）
は
、
体
長
6
㎝
以
下
の
細
長
い
筋
肉

質
の
体
を
も
つ
生
物
で
す
（
図
2
）。「
ウ
オ
」

と
い
う
名
で
す
が
魚
で
は
な
く
、
脊
椎
動
物

に
最
も
近
縁
な
無
脊
椎
動
物
の
頭
索
動
物
に

属
し
て
い
ま
す
。
浅
い
き
れ
い
な
砂
底
に
す

ん
で
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
個
体
数
が
減
少

し
て
お
り
、
環
境
省
の
海
洋
生
物
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
（
2
0
1
7
）
で
「
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
で
は
、
主
に
海
砂
採
取
に
よ
っ

て
激
減
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

田
ノ
浦
の
埋
め
立
て
予
定
地
に
は
、
ナ
メ

ク
ジ
ウ
オ
が
今
も
高
密
度
に
生
息
し
て
い

ま
す
。
中
国
電
力
（
2
0
0
1
）
の
環
境
影

響
評
価
書
に
よ
れ
ば
、
95
〜
96
年
お
よ
び

2
0
0
0
年
に
上
関
町
（
長
島
、宇
和
島
、八
島
）

お
よ
び
隣
接
す
る
光
市
の
牛
島
の
周
辺
の
合

計
54
地
点
で
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち
の

砂
質
底
33
地
点
か
ら
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
関
の
海
は
、
ナ
メ
ク
ジ

ウ
オ
の
大
き
な
個
体
群
が
維
持
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
場
所
に
思
わ
れ
ま
す
。

き
れ
い
な
砂
底
に
隠
れ
て
い
る
妖
精
た
ち

上

関

は

ナ

メ

ク

ジ

ウ

オ

の

高

密

度

生

息

地

図3　ヒウチウミイサゴムシ。円筒状の棲管（A）
とその中から取り出した虫体（B）。2000 年
5 月6 日、祝島沖で採取された個体（福田宏
撮影）。

図 1　田ノ浦の埋め立て予定地
での調査風景。ダイバーが海底
の砂を採取し、その砂を船上でふ
るって生物を採取した。2014 年
7 月13 日撮影。

図 2　ヒガシナメクジウオ
の固定標本。 2014 年
7 月、田ノ浦の埋め立て
予定地で採取されたさまざ
まな大きさの個体（体長
3–6 cm）。 成長は遅く、
1 年間に 1 cm 程度しか
成長しない。

佐藤正典（さとうまさのり）
1956年広島市生まれ。鹿
児島大学理工学域理学系
教授。著書に「海をよみが
えらせる」（岩波書店）など。



　

地
元
の
環
境
保
護
団
体
の
上
関
の
自
然

を
守
る
会
（
旧
：
長
島
の
自
然
を
守
る
会
）
は
、

2
0
0
8
年
以
降
、
上
関
町
周
辺
海
域
で

カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
調
査
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
同
会
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

ほ
ぼ
一
年
を
通
じ
て
上
関
町
周
辺
海
域
で
カ

ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
1
、 

図
2
）。

　

上
関
町
周
辺
海
域
で
見
ら
れ
る
カ
ン
ム
リ

ウ
ミ
ス
ズ
メ
に
は
、
生
殖
羽
個
体
（
図
3
）、

幼
綿
羽
で
覆
わ
れ
た
ヒ
ナ
を
連
れ
た
家
族

群
、
幼
羽
に
生
え
変
わ
っ
た
幼
鳥
と
考
え
ら

れ
る
個
体
、
換
羽
中
の
個
体
、
非
生
殖
羽
個

体
な
ど
、
生
活
史
の
各
段
階
の
羽
衣
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
は
他
に
は

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
上
関
町
周
辺
海
域
は
カ

ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
生
息
環
境
と
し
て
特

異
な
場
所
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
個
体
の
繁
殖
地
は
い
ま
だ
不

明
で
す
が
、
繁
殖
期
に
該
当
す
る
3
月
下
旬

に
上
関
町
周
辺
海
域
で
抱
卵
斑
を
持
つ
成
鳥

が
複
数
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
繁
殖
地

と
同
海
域
と
の
行
き
来
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
周
辺
海
域
で
の
繁
殖
地
探
索
調

査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
は
日
本
周
辺
の
離

島
で
繁
殖
し
、
日
本
近
海
を
周
年
生
息
域
と

す
る
全
長
24
㎝
ほ
ど
の
小
型
の
海
鳥
で
す
。

I
U
C
N
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
の
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
で
国
際
的
に
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

種
と
し
てV

ulnerable

（
危
急
種
）
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
省
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
で
の
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
V
U
）
や
国

の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
に
つ

い
て
は
、
2
0
0
7
年
お
よ
び
2
0
0
8

年
の
5
〜
8
月
に
か
け
て
、
広
島
県
呉
市

倉
橋
島
南
方
、
山
口
県
周
防
大
島
町
周
防
大

島
南
方
、
同
県
上
関
町
周
辺
の
海
上
で
ま
と

ま
っ
た
数
の
個
体
が
確
認
さ
れ
、
に
わ
か
に

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

は
外
海
の
離
島
で
繁
殖
し
、
非
繁
殖
期
に
は

外
洋
で
過
ご
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た

め
、
瀬
戸
内
海
で
、
し
か
も
繁
殖
期
直
後
の

時
期
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
驚
き
で

し
た
。

　

さ
ら
に
、
上
関
町
長
島
で
は
上
関
原
子
力

発
電
所
の
建
設
計
画
が
あ
り
、
そ
の
建
設
お

よ
び
稼
働
が
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
生
息

環
境
や
餌
資
源
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
に
5
0
0
0
～
9
0
0
0
羽
の
希
少
な
鳥

ほ
ぼ
一
年
を
通
し
て
観
察
で
き
る
希
少
な
海
域

図 2　上関町周辺海域でのカンムリウミスズメ確認地点。 
2013 年 8 月～ 2018 年 6 月の上関の自然を守る会データより。

武石全慈（たけいしまさよし）
北九州市立自然史・歴史博物
館名誉館員。現在、山口県上
関町、徳島県牟岐町でカンムリ
ウミスズメを調査中。

図 1　上関町周辺海域でのカンムリウミスズメ
の航海当りの確認頻度（a）と確認羽数（b）
の季 節 変 化。2008 年 4 月～ 2015 年 10
月の上関の自然を守る会データより。高島ら

（2017）を改変。

図 3　生殖羽個体。2009 年 4 月9 日、 上関町八島北端の北東 1.3km にて
筆者撮影。



ら
供
給
さ
れ
る
海
底
湧
水
と
合
わ
せ
て
植
物

が
直
接
吸
収
で
き
る
無
機
態
の
養
分
が
豊
富

で
す
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
産
力
が
高

く
、
そ
れ
を
餌
に
す
る
イ
ワ
ガ
キ
な
ど
の
二

枚
貝
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
な
ど
も
豊
富
で
す
。
さ
ら
に
、
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
る
ア
ジ
、
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
な
ど
を
食
べ
る
ス
ナ
メ
リ
、
カ
ン
ム
リ

ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
な
ど
が

上
関
町
を
中
心
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
海
岸
が
残
さ
れ
た
沿
岸
部
で
は
、
海

風
に
よ
り
落
ち
葉
が
飛
ば
さ
れ
、
地
下
が
酸

素
不
足
に
な
る
ほ
ど
の
腐
葉
土
層
が
発
達
し

に
く
く
、結
果
と
し
て
水
を
浸
透
さ
せ
な
い
泥

の
層
が
発
達
せ
ず
、
雨
水
が
地
下
に
浸
透
し

や
す
い
環
境
が
比
較
的
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
く
澄
み
、
腐
葉
土
起
源
の
無
機
態
の
養
分

を
含
む
湧
水
の
量
が
豊
富
な
の
は
そ
の
た
め

で
す
。
砂
地
と
砂
礫
地
か
ら
の「
海
水
の
海
底

湧
水
」
の
湧
出
量
が
多
い
入
江
は
、外
海
の
沿

岸
の
よ
う
に
透
明
度
が
高
く
、ダ
イ
ビ
ン
グ
に

適
し
て
い
ま
す（
図
２
、３
）。
ま
た
、物
理
的
撹

乱
の
範
囲
を
漁
業
者
と
ダ
イ
バ
ー
が
協
力
し

て
拡
大
す
れ
ば
、
ア
カ
モ
ク
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
、

イ
シ
モ
ズ
ク
、
ク
ロ
モ
ズ
ク
、
キ
シ
ュ
ウ
モ
ズ

ク
の
畑
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

上
関
町
を
含
む
山
口
県
東
部
に
お
け
る
種

の
多
様
性
と
生
産
力
の
高
さ
は
、
西
と
南
か

ら
の
風
の
吹
く
距
離
が
長
い
こ
と
に
よ
る
物

理
的
撹か
く

乱ら
ん

と
安
定
の
繰
り
返
し
、
多
島
海
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
湧
昇
流
の
発
生
、
自
然
海

岸
と
海
風
の
た
め
に
や
ぶ
に
な
り
に
く
い
沿

岸
部
の
森
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
豊

富
な
海
底
湧
水
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
冬
の
季
節
風
に
よ
る
砂
の
移
動

や
礫
の
反
転
に
よ
り
、
日
本
海
が
分
布
の
中

心
で
あ
る
ス
ギ
モ
ク
、
フ
シ
ス
ジ
モ
ク
、
イ

シ
モ
ズ
ク
、
フ
ト
モ
ズ
ク
な
ど
が
上
関
に
は

飛
び
地
的
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
春
一
番
に

伴
う
礫
の
反
転
に
よ
り
、
ク
ロ
モ
ズ
ク
と
キ

シ
ュ
ウ
モ
ズ
ク
が
分
布
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
多
年
生
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
生
育
し

に
く
い
不
安
定
な
物
理
的
環
境
に
は
、
一
年

生
の
ア
カ
モ
ク
群
落
も
形
成
さ
れ
ま
す
。

　

島
と
島
の
間
の
海
流
が
川
の
よ
う
に
早
い

多
島
海
で
あ
る
た
め
、
流
れ
に
引
っ
張
ら
れ

て
水
温
躍
層
（
＊
）
よ
り
下
部
の
水
温
が
低
く
、

表
層
よ
り
無
機
態
の
養
分
が
多
く
透
明
度
の

高
い
海
水
が
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
東
部
海
域
は
、
高
水
温
期
に
水
温

が
周
辺
よ
り
低
く
、
水
温
の
変
化
が
激
し
い

特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
沿
岸
か

独
自
の
物
理
的
環
境
に
よ
り

多
様
性
に
富
ん
だ
藻
類
が
繁
茂

無
機
態
の
養
分
を
多
く
含
む
海
底
湧
水
も
重
要
な
立
役
者

図１　上関町宇和島のキシュウモズクとウスバアオノリ群落。春の大きな
波浪によって反転し、芽が出てからは、その後反転しない礫に、キシュウ
モズクが生育する。ウスバアオノリはその後反転した礫に生育する。

図３　 湧 水 採 取 風
景。栄養分と塩分を
含むれっきとした海水
が湧いている。

新井章吾（あらいしょうご）
海藻研究所所長。 海までの
地下の水循環環境を修復する
ため、長島の隣の牛島で「月
咲」という塩を作っている。

図２　ダイバー憧れの透明度は豊富な湧水による。

＊水温が大きく変化する層



図 1　原発計画地・田ノ浦にある岩の小島「ダイノコシ」の崖にあるビャクシン群落。
上を向いた尖った樹形がビャクシン。2019 年８月。写真：野間直彦。

ら
供
給
さ
れ
る
海
底
湧
水
と
合
わ
せ
て
植
物

が
直
接
吸
収
で
き
る
無
機
態
の
養
分
が
豊
富

で
す
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
産
力
が
高

く
、
そ
れ
を
餌
に
す
る
イ
ワ
ガ
キ
な
ど
の
二

枚
貝
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
な
ど
も
豊
富
で
す
。
さ
ら
に
、
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
る
ア
ジ
、
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
な
ど
を
食
べ
る
ス
ナ
メ
リ
、
カ
ン
ム
リ

ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
な
ど
が

上
関
町
を
中
心
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
海
岸
が
残
さ
れ
た
沿
岸
部
で
は
、
海

風
に
よ
り
落
ち
葉
が
飛
ば
さ
れ
、
地
下
が
酸

素
不
足
に
な
る
ほ
ど
の
腐
葉
土
層
が
発
達
し

に
く
く
、結
果
と
し
て
水
を
浸
透
さ
せ
な
い
泥

の
層
が
発
達
せ
ず
、
雨
水
が
地
下
に
浸
透
し

や
す
い
環
境
が
比
較
的
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
く
澄
み
、
腐
葉
土
起
源
の
無
機
態
の
養
分

を
含
む
湧
水
の
量
が
豊
富
な
の
は
そ
の
た
め

で
す
。
砂
地
と
砂
礫
地
か
ら
の「
海
水
の
海
底

湧
水
」
の
湧
出
量
が
多
い
入
江
は
、外
海
の
沿

岸
の
よ
う
に
透
明
度
が
高
く
、ダ
イ
ビ
ン
グ
に

適
し
て
い
ま
す（
図
２
、３
）。
ま
た
、物
理
的
撹

乱
の
範
囲
を
漁
業
者
と
ダ
イ
バ
ー
が
協
力
し

て
拡
大
す
れ
ば
、
ア
カ
モ
ク
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
、

イ
シ
モ
ズ
ク
、
ク
ロ
モ
ズ
ク
、
キ
シ
ュ
ウ
モ
ズ

ク
の
畑
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
で
も
木
材
利
用
の
た
め
の
伐
採
跡
が
あ
り

ま
す
。
材
の
色
や
凹
凸
の
多
い
表
面
の
様
子

な
ど
が
好
ま
れ
て
、
床
柱
や
工
芸
品
用
に
盛

ん
に
伐
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
ベ
リ
ー
状
の
実

を
つ
け
鳥
が
食
べ
て
種
子
を
運
び
ま
す
。

　

上
関
の
林
は
全
体
が
里
山
林
で
す
。
か
つ

て
薪
を
取
る
た
め
に
伐
ら
れ
た
疎
林
、
や

ぶ
、
畑
・
田
ん
ぼ
だ
っ
た
所
が
、
放
置
さ
れ

茂
っ
て
い
ま
す
。
少
し
古
い
林
に
は
タ
ブ
ノ

キ
や
シ
イ
が
占
め
て
い
る
所
が
あ
り
、
そ
こ

で
は
天
然
記
念
物
の
カ
ラ
ス
バ
ト
の
姿
が
増

え
て
い
ま
す
。
餌
と
な
る
木
の
実
が
多
い
の

で
し
ょ
う
。
希
少
な
動
物
の
生
息
地
と
い
う

観
点
か
ら
の
評
価
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
の
中
で
例
外
的
に
、
人
工
的
な

改
変
が
少
な
い
土
地
が
広
が
っ
て
い
る
の
が

上
関
で
す
。
そ
の
よ
う
な
陸
上
か
ら
海
へ
流

れ
出
す
物
質
と
、
貝
の
固
有
種
が
い
た
り
豊

か
な
漁
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
は
関
係
が

あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
未
解
明
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
他
地
域
と
同
様
に
里
山
の

木
々
が
大
き
く
な
り
、
明
る
い
土
地
を
好
む

草
は
減
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
が
育
つ
こ

と
で
数
が
減
る
海
中
の
生
物
が
い
る
と
い
う

指
摘
も
あ
り
ま
す
。
上
関
で
も
、
再
び
一
部

の
林
を
伐
っ
て
使
う
時
代
が
き
て
い
ま
す
。

　

上
関
で
は
こ
れ
ま
で
に
１
千
種
を
超
え
る

陸
上
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
「
上
関
の
希
少
野
生
動
植
物
」
に
あ
げ

ら
れ
た
希
少
種
は
78
種
。
特
徴
的
な
も
の
に

は
、
暖
地
性
の
種
と
し
て
ア
コ
ウ
、
シ
マ
サ

ル
ナ
シ
、
キ
ノ
ク
ニ
ス
ゲ
な
ど
が
、
海
岸
の

種
と
し
て
ビ
ャ
ク
シ
ン
、
イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
な

ど
が
、
里
山
の
種
と
し
て
カ
ワ
ミ
ド
リ
、
オ

ケ
ラ
、
キ
ン
ラ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
上
関
を
代
表
す
る
植
物
を
１
種
選
ぶ
と

す
れ
ば
ビ
ャ
ク
シ
ン
で
し
ょ
う
（
図
１
）。

　

15
都
県
で
地
方
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
載
る

ビ
ャ
ク
シ
ン
は
、ヒ
ノ
キ
科
ビ
ャ
ク
シ
ン
属
の

常
緑
針
葉
樹
で
イ
ブ
キ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

庭
や
公
園
に
多
く
植
え
ら
れ
て
い
る
カ
イ

ヅ
カ
イ
ブ
キ
は
こ
の
木
の
園
芸
品
種
で
す
。

ビ
ャ
ク
シ
ン
の
葉
に
は
、
ス
ギ
の
よ
う
な
針

状
葉
（
若
木
に
多
い
）
と
ヒ
ノ
キ
の
よ
う
な
鱗

片
葉
（
成
木
で
は
こ
ち
ら
だ
け
に
な
る
）
の
2
種

類
が
あ
り
、
梢
は
円
錐
形
に
尖
っ
て
伸
び
ま

す
。
上
関
で
は
町
木
に
も
指
定
さ
れ
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。「
び
ゃ
く
だ
ん
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
芳
香
の
あ
る
材
が
香
木

に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
す
。
長
島
の

田
ノ
浦
の
急
な
崖
な
ど
に
直
径
20
㎝
以
上
の

比
較
的
大
き
な
木
が
生
え
て
い
ま
す
が
、
ど

床
柱
な
ど
に
も
使
わ
れ
た
馴
染
み
深
い
樹
木

陸
地
も
人
工
的
な
改
変
が
少
な
い
土
地
が
広
が
る

野間直彦（のまなおひこ）
滋賀県立大学環境科学部准教
授。 木の実、鳥獣害と里山、
琵琶湖の侵略的外来水草など
を研究している。

天然記念物のカラスバト。
タブノキ林など茂った林に生息している。

写真：上関の自然を守る会

上関の空を旋回するミサゴ。
写真：上関の自然を守る会



「上関
カンファレンス」
参加レポート

雨
後
の
海
上
へ
。

上
関
の
島
々
を
め
ぐ
る

 

「
こ
ち
ら
は
ア
マ
ツ
バ
メ
の
営
巣
地
で
福
山

大
学
が
調
査
し
て
い
る
島
で
す
。
オ
ヒ
キ
コ

ウ
モ
リ
も
い
ま
す
」

　

ご
つ
ご
つ
し
た
岩
の
塊
の
よ
う
な
小
島
を

前
に
「
上
関
の
自
然
を
守
る
会
」
の
高
島
美

登
里
さ
ん
が
解
説
を
し
て
く
れ
る
。
内
海
と

は
い
え
、
低
気
圧
通
過
後
の
海
は
小
さ
く
波

立
っ
て
い
る
。
波
を
切
り
走
る
船
上
で
肌
を

な
で
る
冷
た
い
風
と
潮
気
が
心
地
よ
い
。

　

隣
に
座
っ
て
い
る
武
石
全
慈
さ
ん
は
、
し

ば
し
ば
双
眼
鏡
を
目
に
当
て
海
面
を
サ
ー
チ

し
て
い
る
。
探
し
て
い
る
の
は
世
界
中
に

５
０
０
０
〜
９
０
０
０
羽
ほ
ど
し
か
い
な
い

カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
だ
。
上
関
は
こ
の
希

少
な
鳥
を
一
年
中
観
る
こ
と
の
で
き
る
ほ
ぼ

唯
一
の
海
で
、
武
石
さ
ん
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
た
び
た
び
通
っ
て
い
る
。
今
日
ぐ

ら
い
の
凪
な
ら
、
波
間
に
隠
れ
る
こ
と
も
な

く
、
い
れ
ば
見
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　

船
は
八
島
へ
と
向
か
い
、
そ
こ
で
ビ
ャ
ク

シ
ン
の
群
落
を
見
つ
け
た
。
高
島
さ
ん
か

ら
、
植
物
を
専
門
と
す
る
野
間
直
彦
さ
ん
に

ハ
ン
ド
メ
ガ
ホ
ン
が
渡
さ
れ
る
。

 

「
崖
の
上
に
ビ
ャ
ク
シ
ン
が
生
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
し
て
も
群
落
が
大
き
い
で
す

ね
。
上
関
で
は
こ
こ
が
最
大
の
群
落
じ
ゃ
な

たらしめているものとは？
「奇跡の海」と呼ばれる上関。漁業者や研究者など、関わる人
たちは上関のどのようなところに引きつけられているのでしょうか？　
8 月 22 ～ 23 日に行われた「上関カンファレンス」を通して知っ
た上関の魅力をレポートします。



い
か
な
」

　

地
元
漁
師
さ
ん
の
協
力
を
得
て
３
隻
に
分

乗
し
た
メ
ン
バ
ー
は
無
脊
椎
動
物
、
貝
類
、

藻
類
、
鳥
類
な
ど
な
ど
、
生
物
や
自
然
の
専

門
家
。
い
ず
れ
も
上
関
の
海
に
魅
せ
ら
れ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
だ
。
初
日
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
続
き
、
こ
の
日
は
漁
船
で

上
関
の
海
を
見
て
回
っ
た
。

　

船
は
巨
大
で
薄
い
プ
リ
ン
の
よ
う
な
祝
島

を
横
目
に
、
鼻
繰
島
を
抜
け
て
、
長
島
の
先

端
に
あ
る
田
ノ
浦
海
岸
の
前
に
き
た
。

 

「
こ
こ
が
上
関
原
子
力
発
電
所
の
予
定
地
で

す
。
左
の
岬
を
回
っ
た
所
に
は
冷
却
水
の
取

り
込
み
口
が
あ
り
ま
す
。」

　

高
島
さ
ん
が
、
私
の
方
だ
け
を
向
い
て
説

明
し
て
く
れ
る
。
研
究
者
の
先
生
方
に
は
改

め
て
話
す
ま
で
も
な
い
。
こ
の
原
発
計
画
の

影
響
を
評
価
す
る
調
査
の
中
で
研
究
者
の

方
々
が
か
け
が
え
の
な
い
〝
奇
跡
の
海
〞
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
、
と
も
言

え
る
の
だ
か
ら
。

研
究
者
を
魅
了
す
る
海

　

そ
も
そ
も
上
関
を
含
む
周
防
灘
は
、
海
岸

の
護
岸
化
や
過
剰
な
海
砂
採
取
で
多
く
の
自

然
を
失
っ
た
瀬
戸
内
海
で
、
開
発
の
手
が
伸

び
て
い
な
い
特
別
な
海
域
だ
っ
た
。
さ
ら
に

豊
富
な
湧
き
水
や
黒
潮
の
影
響
も
受
け
る
こ

と
か
ら
、
冷
水
性
か
ら
温
水
性
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
物
が
暮
ら
す
多
様
性
豊
か
な
海

だ
。
原
発
計
画
を
機
に
こ
こ
を
訪
れ
た
研
究

者
た
ち
は
、
口
を
そ
ろ
え
て
興
奮
気
味
に
こ

う
語
っ
た
と
い
う
。

 

「
上
関
の
海
は
す
ご
い
。
こ
ん
な
所
が
残
さ

れ
て
い
る
な
ん
て
奇
跡
の
よ
う
だ
」

　

調
べ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
次
々
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
こ
の
海
の
希
少
性
に
つ
い
て

は
、
先
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
た
と
お
り
。

そ
し
て
こ
の
海
が
「
奇
跡
の
海
」
で
あ
る
根

拠
は
、
い
ま
な
お
関
わ
る
人
た
ち
の
努
力
に

よ
っ
て
積
み
重
な
っ
て
い
る
最
中
だ
。

専
門
家
が
一
堂
に
会
し
た

 

「
上
関
の
自
然
を
守
る
会
」
発
足
20
周
年
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

この海域に魅せられた研究者が一堂に会した上
関カンファレンス2日目。心配された雨も上がり、
漁船 3 隻に分乗して、いざ上関の海へ！　

「上関の自然を守る会」
（http://
kaminosekimamoru.
seesaa.net/）
代表の高島美登里さん。

多くの島々が連なる上関の海。そのいずれもが
開発をまぬがれ、今では貴重となってしまった瀬
戸内海のかつての姿をそのまま残している

水先案内人のてっちゃん（後述）が最後に案内し
てくれたのは「プライベートビーチ」と呼ぶ砂浜。
海藻が繁茂する生命のゆりかごだ



は
、
上
関
の
自
然
を
研
究
す
る
専
門
家
が
一

堂
に
会
し
、
こ
れ
か
ら
の
上
関
の
自
然
保
護

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　

上
関
の
魅
力
に
つ
い
て
、
京
都
大
学
教
授

の
加
藤
真
さ
ん
は
、
湧
水
が
豊
富
な
砂
堆
に

は
イ
カ
ナ
ゴ
な
ど
冷
水
性
の
生
き
物
が
多
く

す
ん
で
い
る
一
方
、
豊
後
水
道
か
ら
流
入
す

る
黒
潮
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
温
帯
性
の

生
き
物
も
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

鹿
児
島
大
学
の
佐
藤
正
典
さ
ん
は
「
上
関

は
瀬
戸
内
海
の
豊
か
さ
が
残
る
最
後
の
場

所
」
と
述
べ
、
希
少
な
ツ
バ
サ
ゴ
カ
イ
や
ウ

ミ
イ
サ
ゴ
ム
シ
、
ヒ
ウ
チ
ウ
ミ
イ
サ
ゴ
ム
シ

な
ど
が
生
き
残
る
好
適
な
砂
堆
が
広
が
っ
て

い
る
と
、
そ
の
魅
力
を
訴
え
た
。

　

海
藻
研
究
所
の
新
井
章
吾
さ
ん
は
、
分
布

南
限
で
も
あ
る
ス
ギ
モ
ク
や
利
用
価
値
の
高

い
ア
カ
モ
ク
な
ど
、
多
様
な
海
草
・
海
藻
の

生
育
す
る
理
由
と
し
て
好
適
な
砂
堆
と
島
々

に
囲
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
複
雑
な
潮
の
流

れ
、
そ
し
て
良
質
な
海
水
の
湧
水
が
豊
富
で

あ
る
こ
と
を
、上
関
の
特
長
と
し
て
挙
げ
た
。

　

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
名
誉

館
員
の
武
石
全
慈
さ
ん
は
、
海
鳥
た
ち
に

と
っ
て
好
適
な
環
境
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

世
界
中
で
５
０
０
０
〜
９
０
０
０
羽
ほ
ど
し

か
い
な
い
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
、
繁
殖

期
を
含
め
て
一
年
中
観
察
で
き
る
唯
一
の
海

域
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

　

福
山
大
学
の
渡
辺
伸
一
さ
ん
は
、
瀬
戸
内

海
で
は
唯
一
の
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
繁
殖
地

で
の
営
巣
調
査
の
結
果
を
報
告
。
上
関
の
無

人
島
が
、
こ
の
鳥
の
繁
殖
に
と
っ
て
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
を
述
べ
た
。

　

滋
賀
県
立
大
学
の
野
間
直
彦
さ
ん
は
、
海

岸
沿
い
に
分
布
す
る
ビ
ャ
ク
シ
ン
の
重
要
な

群
落
地
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
照
葉
樹
林
に

は
日
本
最
大
の
ハ
ト
で
あ
る
カ
ラ
ス
バ
ト
が

す
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
上
関
の
島
々
の
陸

地
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
も
強
調
し
た
。

　

生
物
文
化
多
様
性
研
究
所
の
安
渓
貴
子
さ

ん
は
、
長
島
の
海
岸
の
う
ち
自
然
海
岸
の
占

め
る
割
合
は
75
％
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
ま

た
縄
文
時
代
か
ら
人
が
連
続
的
に
利
用
し
て

き
た
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
持
続
可
能

な
自
然
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

同
じ
く
生
物
文
化
多
様
性
研
究
所
の
安
渓

遊
地
さ
ん
は
、
自
然
と
文
化
が
相
互
に
助
け

合
っ
て
い
く
姿
こ
そ
、
理
想
的
な
自
然
利
用

の
あ
り
方
と
説
き
、
上
関
は
そ
の
理
想
を
実

践
で
き
る
豊
か
な
海
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

 

「
海
の
生
き
物
を
守
る
会
」
の
向
井
宏
さ
ん

は
、
上
関
を
含
む
周
防
灘
西
部
が
多
く
の
自

然
海
岸
や
砂
堆
を
残
し
て
い
る
こ
と
の
希
少

性
、
そ
し
て
元
々
南
方
系
と
冷
水
性
を
含
む

多
様
な
生
物
相
を
有
し
て
い
る
海
域
で
あ
る

上関カンファレンス 1 日目。各専門分野の研究者が
上関の素晴らしさと今後のあり方を発表した。

今回のカンファレンスは「上関の自然を守る会」発足
20 周年の節目を記念して開催された。

上関原発予
定地の田ノ
浦浜にて。
高島さんが
説明入りの
航空写真を
持 っ て 解
説。

春になるとこのように美しく咲き盛る長島の山桜。
撮影：上関の自然を守る会。



る
節
は
あ
る
よ
ね
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を

し
て
も
、
餌
で
魚
を
人
の
近
く
に
呼
び
寄
せ

る
様
子
を
見
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

て
、
海
藻
の
合
間
に
小
魚
が
た
く
さ
ん
い

て
、
そ
れ
ら
は
今
に
も
大
型
の
魚
に
食
べ
ら

れ
て
し
ま
う
ん
だ
と
実
感
す
る
よ
う
な
、
自

然
界
に
す
む
生
き
物
同
士
の
厳
し
い
関
係
性

と
か
、
自
然
そ
の
も
の
の
海
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
。
漁
に
し
て
も
、
呉
で
も
岡
山

で
も
瀬
戸
内
海
じ
ゃ
開
発
が
進
ん
だ
で
し
ょ

う
。
昔
は
よ
う
捕
れ
た
け
ど
今
は
…
…
と
い

う
所
が
多
い
な
か
で
、
じ
い
さ
ん
の
頃
か
ら

変
わ
ら
ず
捕
れ
て
い
た
も
の
が
今
も
捕
れ

る
。
俺
は
主
に
ア
ジ
、
メ
バ
ル
、
ス
ズ
キ
を

捕
る
刺
し
網
、
カ
レ
イ
や
コ
チ
、
レ
ン
チ
ョ

ウ
（
シ
タ
ビ
ラ
メ
）
を
捕
る
タ
テ
網
、
そ
れ
に

サ
ヨ
リ
の
船
曳
を
し
て
る
け
ど
、
そ
の
豊
か

さ
を
孫
の
世
代
に
も
そ
の
ま
ま
残
し
て
や
ら

に
ゃ
あ
か
ん
っ
て
思
う
と
る
ん
よ
」

　

て
っ
ち
ゃ
ん
は
、
漁
を
す
る
か
た
わ
ら
上

関
の
海
の
魅
力
を
伝
え
る
「
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
室
津
」と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
の
大
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
は
「
釣
り

体
験
ツ
ア
ー
」。
近
隣
ホ
テ
ル
と
連
携
し
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
手
ぶ
ら
で
も
楽
し
め
る
短

時
間
の
釣
り
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

 

「
あ
ま
り
多
く
の
お
客
さ
ん
は
受
け
ら
れ
な

い
ん
だ
け
ど
ね
。
そ
の
代
わ
り
体
験
し
て
も

ら
う
お
客
さ
ん
に
は
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
。
釣
り
を
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
話
も
す
る

か
ら
、
な
じ
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が

や
り
が
い
だ
よ
ね
。釣
り
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

島
を
見
て
回
り
た
い
で
も
い
い
し
、
無
人
島

で
泳
い
で
み
た
い
で
も
い
い
し
、
知
り
合
っ

た
人
た
ち
に
上
関
の
自
然
を
伝
え
ら
れ
た
ら

と
思
っ
て
や
っ
て
る
よ
。
地
元
の
若
い
子
ら

に
も
、
漁
は
も
ち
ろ
ん
、
上
関
の
海
に
は
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。

海
の
自
然
を
こ
の
ま
ま
残
す
こ
と
も
含
め

て
、
孫
の
世
代
に
ま
で
そ
ん
な
橋
渡
し
が
で

き
た
ら
い
い
な
っ
て
思
っ
て
い
る
ん
よ
ね
」

　

少
し
は
に
か
み
な
が
ら
「
孫
に
『
い
い
こ

と
を
し
た
よ
ね
！
』
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
こ
と
が
し
た
い
ん
よ
」
と
笑
っ
て
い

た
て
っ
ち
ゃ
ん
が
印
象
的
だ
っ
た
。

こ
と
を
伝
え
た
。

　

ま
た
「
大
昔
の
瀬
戸
内
海
の
姿
を
残
す
上

関
を
失
っ
て
し
ま
う
と
、
自
然
保
護
に
よ
っ

て
回
復
さ
せ
る
べ
き
自
然
の
元
々
の
姿
が
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
印
象
的

な
言
葉
も
あ
っ
た
。

上
関
の
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
試
み

　

上
関
の
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の
発

信
を
す
る
た
め
地
域
の
人
た
ち
が
立
ち
上
げ

た
「
上
関
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
試
み
が
あ
る
。
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
マ
ル
ゴ
ト
（
上
関
ま
る
ご
と
博
物

館
）」
は
、
古
民
家
に
泊
ま
り
な
が
ら
上
関

の
自
然
や
漁
師
文
化
を
学
べ
る
体
験
型
宿
泊

施
設
だ
。
ま
た
漁
師
歴
45
年
、
室
津
漁
協
の

「
て
っ
ち
ゃ
ん
」
こ
と
小
浜
鉄
也
さ
ん
が
営

む
「
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
室
津
」
の
釣
り
体
験

も
そ
の
ひ
と
つ
。
高
島
さ
ん
の
活
動
に
賛
同

し
、
普
段
か
ら
調
査
船
な
ど
も
出
し
て
い
る

て
っ
ち
ゃ
ん
は
、
上
関
の
漁
師
を
引
っ
張
る

キ
ー
マ
ン
。
そ
ん
な
彼
に
〝
奇
跡
〞
と
称
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
た
。

 

「〝
奇
跡
〞
っ
て
言
わ
れ
て
も
ね
、
も
と
も

と
こ
こ
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
る
者
と
し
て

は
ピ
ン
と
こ
ん
よ
ね
。
で
も
透
明
度
が
抜
群

に
高
い
と
か
生
物
が
多
様
性
に
富
ん
で
い
る

と
か
聞
く
と
、
そ
う
な
の
か
な
と
思
い
当
た

左上から時計回
りに武石全慈、
新井章吾、佐藤
正典、加藤真、
渡辺伸一、野間
直彦、安渓遊地、
安渓貴子。

有名企業も上関保護活動に参加

　世界的アウトドアメーカーのパタゴニアは
環境インターシップを行いながら上関の自然
を守る会の活動を支援。自然体験型滞在施設
の MARUGOT（マルゴト）の設立も助けた。
また入浴剤や石鹸で有名な化粧品ブランド
LUSH も同会の活動を支援するとともに人
気入浴剤「バスボム・ビッグブルー」に上関
産のアカモクを使用した商品を展開。ビジネ
スパートナーとしての役割も果たしている。

①パタゴニアメンバーによる磯生物観察会。② LUSH
とともに行ったスナメリシンポジウムのフィールド
ワーク。③ LUSH サミットで上関の抱えている問題
を議論。④パタゴニアメンバーによる山桜鑑賞会



　

３
隻
の
船
は
、
て
っ
ち
ゃ
ん
が
「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
」
と
呼
ぶ
入
江
に
つ
い
た
。

こ
こ
か
ら
眺
め
る
夕
日
は
実
に
美
し
い
と
い

う
。
海
中
に
は
砂
堆
が
広
が
り
、
豊
富
な
湧

き
水
が
海
藻
や
海
草
を
育
み
、
多
様
性
に
富

ん
だ
生
き
物
が
す
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。ビ
ー

チ
の
脇
に
あ
る
磯
場
も
気
に
な
る
。
潮
間
帯
、

潮
下
帯
に
は
ど
ん
な
生
き
物
が
太
古
か
ら
変

わ
ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

 

「
こ
れ
ね
、
晴
れ
た
干
潮
だ
っ
た
ら
す
ご
く

き
れ
い
な
ん
だ
よ
」
と
誰
か
が
言
っ
た
。
今

は
あ
い
に
く
の
満
ち
潮
だ
。
だ
が
雲
間
か
ら

は
薄
っ
す
ら
と
青
空
が
の
ぞ
き
は
じ
め
た
。

　

曇
天
の
船
上
か
ら
の
「
視
察
」
に
限
ら
れ

た
今
回
、
目
に
す
れ
ば
誰
も
が
感
嘆
し
て
し

ま
う
上
関
の
絶
景
は
お
あ
ず
け
と
な
っ
た
。

　

で
も
上
関
の
魅
力
は
絶
景
の
み
な
ら
ず
。

豊
か
な
海
と
、
そ
こ
に
寄
り
添
っ
て
暮
ら
し

を
立
て
る
人
々
。
そ
し
て
絶
景
の
よ
う
に
は

簡
単
に
気
づ
け
な
い
自
然
や
生
き
物
の
も
つ

深
遠
な
魅
力
の
数
々
が
、
上
関
を
〝
奇
跡
の

海
〞
た
ら
し
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

島
を
め
ぐ
っ
て
い
る
さ
な
か
、
遠
目
に
一

隻
の
漁
船
が
見
え
た
。
て
っ
ち
ゃ
ん
の
船
が

近
づ
き
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
。
相
手
は
上

関
の
未
来
を
担
う
26
歳
の
上
田
健
悟
さ
ん
。

　

兵
庫
県
宝
塚
市
出
身
。
福
山
大
学
の
渡
辺

伸
一
先
生
の
も
と
、
上
関
で
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ

ド
リ
の
研
究
を
し
て
い
た
上
田
さ
ん
は
、
毎

月
の
営
巣
調
査
で
こ
の
海
に
３
年
間
通
う
中

で
、
調
査
に
協
力
す
る
漁
師
の
小
浜
治
美
さ

ん
（
て
っ
ち
ゃ
ん
の
伯
父
さ
ん
）
ら
に
、
こ
の

海
の
魅
力
を
教
わ
っ
た
と
い
う
。
上
関
の
海

の
魅
力
と
住
む
人
の
温
か
さ
に
引
か
れ
、
大

学
を
卒
業
後
に
移
住
。
現
在
は
マ
ル
ゴ
ト
で

管
理
人
と
し
て
過
ご
し
な
が
ら
「
ニ
ュ
ー

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
」
制
度
を
利
用
し
て
３
年
間

の
漁
師
見
習
い
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
日
は
、

は
え
縄
に
よ
る
タ
チ
ウ
オ
漁
。
そ
れ
ま
で
釣

り
に
も
ま
っ
た
く
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
う

上
田
さ
ん
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
先
輩
漁
師

か
ら
学
ぶ
な
か
で
漁
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
、

見
習
い
の
２
年
弱
を
経
て
、
こ
の
海
で
漁
を

し
て
い
こ
う
と
決
め
た
と
い
う
。

 

「
漁
も
大
学
で
学
ん
で
い
た
行
動
生
態
学
と

一
緒
で
、
生
き
物
を
知
る
行
為
で
す
よ
ね
。

ま
ず
そ
こ
が
面
白
い
と
思
っ
た
の
と
、
こ
の

海
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
た
人
間
と
し

て
、
で
き
た
ら
自
分
が
そ
れ
を
伝
え
る
側
に

な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
」

漁師歴 45 年「てっちゃん」こと小浜鉄也さん。
今後の上関の行方を担うキーマンだ。

上関は奇岩の宝庫。写真の岩は「拝むお地蔵さん」のように見えた。［上］オオミズナギドリの生態などを研究する福山大学の調査風景。
［下］右：オオミズナギドリ、左：上関に移住し漁師を目指す上田健悟さん

日本の海を守り、
その恵みを持続的に利用していくため、
NACS-J は上関から活動を
広げます。



❶・❷写真：新井章吾、❸：その日に水揚げした新鮮な海の幸の詰め合わせが届く 
「お魚おまかせパック」

出島誠一
NACS-J　生物多様性保全部

す
る
上
関
町
の
海
を
、日
本
初
の
海
の
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
海
の
自
然
保
護

制
度
が
遅
れ
て
い
る
日
本
で
、漁
業
権
を
も

つ
漁
師
の
方
々
と
一
緒
に
、豊
か
な
海
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
は
、

日
本
で
の
新
た
な
自
然
保
護
の
提
案
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
マ
グ
ロ
や
ウ
ナ
ギ
、
サ
ン

マ
ま
で
も
資
源
枯
渇
が
話
題
と
な
る
状
況
で

す
が
、
漁
師
の
方
は
、
市
場
の
魚
の
価
格
が

安
す
ぎ
て
漁
師
を
続
け
ら
れ
な
い
と
言
い
ま

す
。
海
の
自
然
を
守
り
、
海
産
物
を
恵
み
と

し
て
享
受
し
続
け
る
た
め
に
私
た
ち
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

漁
業
は
天

候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
上
に
海
産
物
は
鮮
度

が
重
要
で
す
。
私
た
ち
は
ス
ー
パ
ー
に
行
け

ば
魚
が
買
え
る
状
況
や
養
殖
魚
が
あ
る
状
況

に
慣
ら
さ
れ
て
、
本
来
の
自
然
の
恵
み
に
支

え
ら
れ
る
漁
業
に
つ
い
て
考
え
が
及
ば
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

日
本
の
海
と
、
そ
の
恵
み
を
生
か
し
た
持

続
的
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
漁
師
と
と

も
に
海
を
守
り
、
そ
の
恵
み
を
持
続
的
に
利

用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
山
口
県
上
関
の

海
か
ら
日
本
全
国
に
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
上
関
の

海
を
守
る
活
動
に
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

海
の
新
た
な
自
然
保
護
の
か
た
ち

　

日
本
の
海
は
、
世
界
的
に
み
て
も
極
め

て
生
物
多
様
性
の
高
い
海
域
で
、
世
界
1

万
5
0
0
0
種
の
海
水
魚
の
う
ち
約
3 

7
0
0
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

海
の
豊
か
さ
に
支
え
ら
れ
、
刺
身
や
寿
司
を

は
じ
め
と
す
る
独
自
の
日
本
食
文
化
を
育

ん
で
き
ま
し
た
。
豊
か
な
日
本
の
海
の
中

で
、〝
内
海
〞
と
い
う
稀
有
な
環
境
で
、
古

く
か
ら
風
光
明
媚
な
場
所
と
し
て
そ
の
価

値
が
知
ら
れ
て
い
た
の
が
瀬
戸
内
海
で
す
。

1
9
3
4
年
、
日
本
最
初
の
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の
証
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
瀬
戸
内
海
は
高
度
経
済
成
長
の

中
で
埋
め
立
て
や
海
砂
採
取
が
進
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
本
来
の
生
物
多
様
性
が
残
る
唯

一
の
場
所
と
言
え
る
の
が
山
口
県
上
関
町
の

海
域
な
の
で
す
。
室
津
半
島
の
先
端
と
、
長

島
、
祝
島
、
八
島
な
ど
の
島
々
か
ら
な
る
上

関
町
は
、
瀬
戸
内
海
の
西
端
に
あ
る
人
口

3
0
0
0
人
弱
の
海
辺
の
町
で
す
。
他
地
域

と
同
様
に
漁
師
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
地
元
の
海
を
愛
す
る
漁
師
の
方
々
が

い
ま
す
。
季
節
毎
に
様
々
な
魚
種
を
様
々
な

漁
法
で
水
揚
げ
し
て
お
り
、
ま
さ
に
海
の
豊

か
さ
と
と
も
に
あ
る
漁
業
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

N
A
C
S
‐
J
は
、
専
門
家
が
「
奇
跡
の

海
」と
呼
び
、志
あ
る
漁
師
の
方
々
が
漁
業
を

上関の豊かな海を未来へ引き継ぐ
日本の海を守り、
その恵みを持続的に利用していくため、
NACS-J は上関から活動を
広げます。
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